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【畜産課】 ［主要事業］

総合 基本目標 Ⅰ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事 務 事 業 名 (株)島根県食肉公社施設整備事業

１ 趣旨

、 、県内8か所のと畜場を昭和55年に統合し 近代的で大規模なと畜場として設立され
34年が経過した(株)島根県食肉公社の基幹施設の機能維持、衛生水準向上などの食肉
処理の高度化を図る。
公社が行う施設整備に対して、県は、国の強い農業づくり交付金及び県補助金等で

支援する。

２ 事業概要

（１）事業の内容
・汚水処理施設、給排水施設、冷凍冷蔵庫設備などを整備
・ISO9001をベースにHACCP方式を取り入れた食品マネジメントシステムであ
るISO22000の認証水準に適合するよう整備する

（２）補助率等
①強い農業づくり交付金（国庫補助金）
1/2以内

②県補助金
と畜解体にかかる施設整備に対して、他補助金の補助対象の場合は
補助残の1/2以内、他補助金の補助対象外の場合は事業費の1/2以内

③県出資金
公益的機能（と畜解体・安全な食肉の供給）を維持するための
経営基盤強化

（３）実施年度
平成２５年度～平成２７年度

３ 事業実施主体

(株)島根県食肉公社

４ 予算額

４３７，５５５千円
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【畜産課】 ［主要事業］

総合 基本目標 Ⅰ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事 務 事 業 名 農業競争力強化対策事業（畜産競争力強化対策）

１ 趣旨

畜産の競争力強化のため、畜産農家をはじめとする地域の関係者が、連携・結集
し、地域ぐるみで高収益型の畜産を実現するための施設整備等を支援する。

２ 事業概要

（１）事業の内容
①畜産クラスター計画に定めた施設整備等への支援
②支援対象施設等

家畜飼養管理施設、家畜排せつ物処理施設、自給飼料関連施設及び支援対
象施設の補改修

※畜産クラスター計画
、 、地域の畜産の収益性向上のための具体的な取組を定め 生産コストの低減

販売額の増加等の目標・効果を可能な限り定量的に示した計画（知事の認定
が必要）

（２）補助率
１／２以内

（３）実施年度
平成２６年度（２月補正）～

３ 事業実施主体

畜産クラスター協議会（２の畜産クラスター計画の策定を行う地域の協議会）

４ 予算額

５００，０００千円
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【畜産課】 ［主要事業］

総合 基本目標 Ⅰ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事 務 事 業 名 肉用牛低コスト生産対策事業

１ 趣旨
小規模繁殖農家の離農等による県内の繁殖雌牛頭数の減少に対して、繁殖和牛経営

体の新たな担い手として、集落営農組織等を対象に省力・低コストな放牧による和牛
繁殖を推進する。
また、配合飼料価格の高騰に対応するため、飼料米の生産利用拡大により、飼料自

給力の向上を図る。

２ 事業概要

○放牧実践支援事業
・耕作放棄地等での放牧による畜産経営の低コスト化・省力化を推進。集落等へ
の放牧牛や放牧資材のレンタル、繁殖牛の放牧馴致の実施等、地域の実情に応
じて試験的に取り組めるよう支援を行う。

○和牛繁殖産地再生推進事業
・和牛繁殖の低コスト生産や省力化の取り組みを推進するため、モデル地区を設
置して、実証を行い普及啓発を図る。

○新たな担い手集落営農放牧実践支援事業
（１）リース繁殖牛導入支援事業

・市町村・ＪＡが集落営農組織等に貸し出す目的で繁殖雌牛を購入する場合の
経費の１／３を県が補助する。

（２）集落放牧畜産施設等整備支援事業
・集落営農組織等が、繁殖牛の飼養及び放牧に必要な施設等の整備を実施する
場合に経費の１／３を県が補助する。

○畜産飼料自給力向上支援事業
（１）飼料米流通促進事業

・飼料米の流通・保管経費等に支援することにより、飼料米の生産利用を拡大
し、飼料自給率の向上を図る。

○「しまね和牛」生産基盤強化対策事業
（１）中核畜産施設円滑運営支援事業

・キャトルステーション等の円滑な運営に向けた技術者の養成に係る経費の１
／２を県が補助する。

３ 事業実施主体
県、市町村、農業共同組合、集落営農組織等

４ 予算額
１５，９４５千円
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【畜産課】 ［主要事業］

総合 基本目標 １ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事 務 事 業 名 しまね和牛生産振興事業

１ 趣旨
「しまね和牛」のブランドの確立や肉用牛経営の安定を図るため、種雄牛造成、繁殖
雌牛群整備、肥育技術の普及等、以下の事業を実施する。

２ 事業概要
○県種雄牛対策事業
県有種雄牛の選抜・造成を行う対策事業
・新規種雄牛からの子牛生産を推進する「とも補償制度」を実施。

○繁殖雌牛群整備事業
能力の高い繁殖雌牛の整備を推進
・能力の高い雌牛の受精卵移植、種雄牛の検定結果の活用方法を検討。

○地域改良基礎雌牛整備事業
県内の繁殖雌牛の世代交代を促進
・能力の高い雌牛から生産された子牛を、県内の畜産農家等が導入保留する際の経
費を助成。
補 助 額：１００千円/頭 導入頭数：２００頭/年（Ｈ２５～Ｈ２７）

○肉用子牛価格安定対策事業
肉用子牛価格が下落した際に畜産農家に対して、子牛価格の補填を行う。

○早期肥育技術確立支援事業
全国和牛能力共進会出品条件に適合するしまね和牛の生産方法の確立。
・２４ヶ月齢で成熟した牛を生産するための技術開発

○県有種雄牛活用促進事業
産肉能力が極めて高い県有種雄牛の交配を促進するため、交配推進費を交付
補 助 額：１，５００円／回（Ｈ２６～Ｈ２８）

○全国和牛能力共進会出品対策
第１１回全共出品対策として、候補牛の生産・飼育・選抜に係る取り組みを支援。

３ 事業実施主体
県、市町村、農業協同組合、生産者集団等

４ 予算額
５３，４２０千円
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【畜産課】 ［主要事業］

総合 基本目標 Ⅰ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事 務 事 業 名 農業・農村振興対策事業（ しまね和牛」生産基盤強化対策事業）「

１ 趣旨
小規模繁殖農家の離農等による県内の繁殖雌牛頭数の減少に対して、繁殖和牛経営

体の新たな担い手として、集落営農組織等を対象に、省力・低コストな放牧による和
牛繁殖を推進する。
集落営農組織等の飼養管理技術の不足を補う支援策として、広域的な共同子牛育成

施設や共同繁殖牛管理施設等の設置を促進し 「しまね和牛」の生産基盤の強化を図、
る。

２ 事業概要
○中核畜産施設等整備事業
・ＪＡ等が、繁殖牛や子牛を集中管理する施設等の整備を支援する。

[補助率] １／３以内

３ 事業実施主体
市町村、農業協同組合等

４ 予算額
３０，０００千円
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【畜産課】 ［主要事業］

総合 基本目標 Ⅰ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事 務 事 業 名 畜産公共事業

１ 趣旨

畜産経営規模の拡大や畜産主産地の形成の推進に資する飼料生産の基盤整備
を基本に農業用施設整備等を総合的に実施し、農業競争力強化を図る。

２ 事業概要

◎農業競争力強化基盤整備事業（草地畜産基盤整備事業）

（１）事業の内容
草地に立脚した畜産経営の育成を図るため、草地の造成改良、整備改良する
事業と併せ、草地の利用に必要な施設等を整備する事業。

（２）補助率（離島）
草地整備、放牧用林地整備、用排水整備 ６５％
道路整備・雑用水施設整備 ６０％
放牧に要する隔障物の整備 ５５％
家畜保護施設・家畜排せつ物処理施設 ５５％

（３）実施地区
（ ）、 （ 、 、 ）隠岐島後地区 隠岐の島町 隠岐島前Ⅱ地区 海士町 西ノ島町 知夫村

３ 事業実施主体

公益財団法人しまね農業振興公社

４ 予算額

１０４，４２７千円
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【畜産課】 ［主要事業］

総合 基本目標 Ⅰ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事 務 事 業 名 家畜衛生対策事業

１ 趣旨
家畜の衛生的な飼養管理を普及指導することにより、安全で安心な畜産物の生

産と生産性の向上を図る。
併せて、獣医師法、獣医療法、医薬品医療機器等法及び家畜改良増殖法などに

基づき、動物診療、動物薬事、家畜人工授精等の業務が適切に実施されるよう指
導することにより、畜産の振興を図る。

２ 事業概要
（１）家畜衛生対策推進事業

巡回指導や講習会などを通じて、家畜衛生対策の推進や人工授精師の養成
及び指導を行う。

（２）監視体制整備事業
家畜衛生関連情報の収集分析を行い必要な情報を生産者などに提供すると

共に、感染症の発生動向を把握するためのモニタリング調査を行う。

（３）畜産物の安全性向上事業
生産段階における薬剤耐性の発現状況調査や動物用医薬品の品質確保検査

を実施し、安全で安心な畜産物の生産を推進する。

（４）生産性向上推進事業
生産者団体や臨床獣医師などと連携し、生産性の阻害要因となっている慢

性疾病などの発生防止対策や清浄化対策を啓発指導することにより、損失防
止と生産性の向上を図る。

３ 事業実施主体
県

４ 予算額
９，０９１千円
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【畜産課】 ［その他事業］

総合 基本目標 Ⅰ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事務事業名 予 算 額 事 業 概 要 事業実施主体

家畜伝染病予防 48,249 家畜伝染病予防法に基づき、家畜伝 県千円
事業 染病の発生予防とまん延防止の対策を

実施する。また、飼養衛生管理基準の
指導により発生防止を図ると共に、防
疫演習などの開催により危機管理体制
の強化を図る。

地区協議会を死亡家畜処理体 51,000 各地区協議会が整備する中間保管施千円
構成する地域制整備事業 設設置費等の支援をすることで、新た
団体等な死亡家畜適正処理体制の構築及び一

元的なBSE検査体制の維持を図る。

BSE検査体制確 14,187 牛海綿状脳症(BSE）対策特別措置法 県千円
立事業 に基づく48ヵ月齢以上の死亡牛全頭の

BSE検査を実施する。

飼料安全対策事 265 「飼料の安全性の確保及び品質の改 県千円
業 善に関する法律」に基づき、飼料販売

業者への立入検査や飼料の収去検査な
、 。どを実施し 安全な飼料の流通を図る

島根県獣医師確 15,600 将来島根県職員として獣医師の業務 県千円
保緊急対策事業 に従事しようとする獣医学生に対し、

修学資金を貸与することにより、県の
機関において必要な獣医師を確保し、
もって県内の家畜衛生及び公衆衛生の
充実を図る。

産業動物臨床獣 3,600 獣医師への就業 畜産団体千円 本県の産業動物臨床
医師確保支援事 を志す獣医学生に対し、畜産団体が国
業 事業を活用して行う修学資金制度を支

援することで、産業動物臨床獣医師の
安定確保を図る。

家畜疾病危機管 196,800 口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザ 県千円
理対策事業 などの家畜疾病発生時において、迅速

に対応するための危機管理対策経費を
措置する （初動防疫経費、損失補償。
経費）
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【畜産課】 ［その他事業］

総合 基本目標 Ⅰ 活力あるしまね

発展 政 策 名 ２ 自然が育む資源を活かした産業の振興

計画 施 策 名 １ 売れる農林水産品・加工品づくり

事務事業名 予 算 額 事 業 概 要 事業実施主体

中小家畜対策事 789 鶏卵の生産流通に関する事業及び養蜂 県千円
業 振興法に基づく転飼許可に関する事務

等を実施する。また、県内産畜産物の
消費拡大対策を図る。

農畜産物の放射 55,651 風評被害を防止するため、島根県内 県千円
性物質検査等事 でと畜される牛について放射性物質の
業 検査を行う。

○対象：島根県食肉公社でと畜処理さ
れる出荷牛

○方法：県内の検査機関に検査を委託
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【畜産課】 ［その他事業］

総合 基本目標 Ⅱ 安心して暮らせるしまね

発展 政 策 名 １ 安全対策の推進

計画 施 策 名 ８ 食の安全の確保

事務事業名 予 算 額 事 業 概 要 事業実施主体

家畜疾病危機管 3,200 口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザな 県千円
理対策経費 どの家畜疾病発生時において、迅速に

対応するための危機管理対策経費を措
置する （風評被害対策分）。


